
並
木

は
ド
ラ
イ
ブ
ウ

ェ
イ
に
、
春

の
新
緑
、
夏

の
緑
蔭
、
秋

の
紅
葉
、
冬
の
裸
木

と
季
節

の
趣
き

を
そ

え
、
車

の
騒
音
を
緩
和
し
て
、

ス
ピ

ー
デ

ィ

な
生
活

に
大
自

然
の
う

る
お

い
と
調
和

を
感
じ
さ

せ
る
。

北
海
道

の
風
景
は
大
陸
的
で
、

ひ
ろ
び
う
と
し

た
水
田
や
お
お
ら
か
な
高
原

の
畑
を
ぬ

っ
て
、
道

路
が
延

々
と
し
て

つ
づ

い
て
い
る
。
並
木

は
単
調

な
田
園
風
景

に
立
体
的
変
化
を
与
え
、
大
空

に
そ

び
え
、
枝
を
拡
げ

た
並
木
は
大
地
の
豊

か
な
力
を

美
し
く
も
り
あ
げ

て
、
直
線
的
な
人

工
の
道
路

に

や
わ
ら
か
な
落

ち

つ
き
を
そ
え
て

い
る
。

並
木

は
勾

配
や
ヵ
ー
ブ

の
多

い
道
路

に
は
、
単

に
風
景

に
趣
き

を
あ

た
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
車

の
運

転

に
た

い
し
て
も
地
形

の
ガ
イ
ド
的
役
割
を

持
た
せ
る
も
の
で
あ

り
、

こ
と

に
冬
期
積
雪

の
候

な
ど
に
は
、

道
路
の
指
標
と
し
て
役

立

つ
こ
と
が

で
き
る
。

並
木

は
ま
た
切
り
取
り
斜

面
を
緑
冠

で

お
お

い
、

谷
側
の
並
木

は
地
形
の
不
安
定
感

を
や

わ
ら
げ

る
。

北

海

道

の
道

路

並

木

元
来
、

日
本
人
は
樹
を
植
え
る

こ
と
が
好
き

で

往
古
か
ら
、
公
道

に
並
木
を
伝
統
的

に
植
え
て

い

る
。

〃
広
重

の
絵
"

で
有
名
な

マ
ツ
の
並
木
は
東

海
道
の
み
で
な
く
全
国
各
地

に
広
く
見
ら
れ
た
。

ま
た
、

日
光

の

ス
ギ
並
木

や
奥
羽
の
羽
黒
山

の
ス

ギ
老
木
の
並
木
な
ど
、
社
寺
に
通
ず

る
公
道

に
植

え
た
ウ

ッ
ソ
ウ
た
る
並
木

は
、
徳
川
三
百
年

の
太

平
時
代
か
ら
変
遷

の
激

し
い
世
相
に
趙
然
と
し

て

そ
び

え
立

っ
て
い
る
。

し
か
し
、
往
時

の
公
道

の

マ
ツ
並
木

に
は
、
諸

藩

の
軍
略
的
意
義
も
あ

っ
た

よ
う
で
あ

る
。
敵

の

進
撃
阻
止
の
必
要
な
場
合
、
公
道
の

マ
ツ
は
た
ち

ま
ち
両
側
か
ら
伐
り
倒
さ
れ

て
り

っ
ぱ
な
バ
リ

ケ

ー
ド
が
で
き
あ

が
り
、
道
路

の
両
側

の
水
田

の
ぬ

か
る
み
は
兵
馬

の
進
軍
を
容
易

に
許

さ
な

い
。

一

方
、
味

方
は
後
方
陣
地

の
構
築
や
、
橋

や
渡
河
イ

カ
ダ
な
ど
の
応
急
用
材
を
伐
り
出
す
便
利
さ
が
あ

っ
た
。

ま
た
、
街
道

で
は
往
古

か
ら

一
里
ご
と
に
塚
を

ぎ
ず

い
て
、

い
わ
ゆ

る

一
里
塚
と
し
て
樹
木
を
植

①
松

栽

し
、
旅
行
く
人

々
に
休
息

の
緑
蔭
を

つ
く

っ
た

例
が
あ

っ
た
。
北
海
道

で
も
、
幕
政
時
代
に
室
蘭

か
ら
千
歳
街
道
に
か
け

て
、
道
路
標
識

と
し
て
ア

カ

マ
ツ
を
植
え
た
例

が
あ
り
、
錦
岡

へ
ん
に
は
こ

れ
ら
の
ア
カ

マ
ツ
が
多
数

の
後
継
樹
を
更
新

し
て

天
然
林

の
よ
う
な
生
態

を
呈

し
て
い
る
。

本
道
の
道
路
並
木
に
は
函
館
i

七
飯
の
国
道

の
ア
ヵ

マ
ツ
の
よ
う
に
、
本
州

の
古
風
な

マ
ツ
並

木

に
準
じ

て
植
え
ら
れ
て
い
る
も

の
も
あ
る
が
、

最
近

の
道
路
並
木
の
多
く

は
ド

ラ
イ
ブ
ウ

ェ
イ
の

ス
ピ

ー
ド

に
適
合

さ
せ
た
洋
風

の
も

の
で
あ
る
。

北
海
道
開
発
局
の
統

計
に
よ
る
と
、
昭
和
四
十

一

年

ま
で
に
国
道
に
植

え
た
並
木

の
樹
種
は
表
①

の

ご
と
く

で
、

多

い
順

に
記

せ
ば
、

ナ
ナ
カ

マ
ド
、

ニ
セ
ア
カ
シ
ヤ
、
ポ

プ
ラ
、
サ
ク
ラ
、
ク

ロ
マ
ツ
、

ネ
グ

ソ
ド

カ

エ
デ

、
ヤ
チ
ダ

モ
、
ヵ
ラ

マ
ツ
な
ど
を

主
体

に
一ご
五
種
、

四
万

四
千
本
と
な

っ
て
い
る
。

こ
れ

ら
並
木

の
樹
種

は
、
酷

し
い
気
候
、
病
虫

害
、
除
雪
な
ど

に
た

い
し
抵
抗
性

の
大
な
る
も
の

が
多

い
と
と
も

に
、
樹
種

に
よ

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
風

井

善

喜

格
が
異
な

る
の
で
、
風
土

に
応

じ
、
道
路
に
似
合

っ
た
趣
き

の
あ
る
樹
種
が
植
え
ら
れ

て
い
る
。
並

木
用
樹
種

に
は

サ
ク
ラ
、
カ

エ
デ
な
ど

の
よ
う
に

従
来

か
ら
多
数

の
園
芸
品
種
に
改
良
さ
れ
て
い
る

も

の
も
あ
り
、
大
衆

に
愛
好
さ
れ

る

一
層

風
致
的

な
並
木
と
す

る
に
は
、
花
や
果
実

や
紅
葉
の
美

し

い
樹
種

を
選

ん
で
、
積
極
的
な
保
育
を
考
え
る
必

要

が
あ

ろ
う
。

国
道
並
木

の
今
後

の
植
栽
計
画
は
表
②
に
示
さ

れ
る
が
、

こ
れ
ら
樹
種

に
つ
い
て
簡
単
な

二
、

三

の
説

明
を
加
え
よ
う
。

早
春
、
他
樹
種

に
先

が
け

ナ

ナ

カ

マ
ド

て
若
葉

を
開
ぎ
、
や
が
て

緑

に
開
き
き

っ
た
羽
状
複
葉
の
間

に
、

ソ
ソ
た
る

白

い
花
の
纈
房
花
序
が
開
花
す
る
。
秋

の
紅
葉

も

美

し
く
、
初
冬

の
紅
珊
瑚

の
玉
を
か
ら
げ
た
よ
う

な
可
憐

な
実

は
白
雪
の
な

か
に
紅
色
も
鮮
や
か
で

実

を

つ
い
ば

む
小
鳥

が
群
れ
る
の
も
愛

ら
し

い
も

の
で
あ

る
。

ナ
ナ
カ

マ
ド
は
分
布

の
広

い
樹
種

で
、
高
寒
地
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表① 国道並木の現況

(昭和41年11月 現在 の植栽済 並木)

に

転
獅

表② 国道並木の植栽計画

(昭和43～47年5年 間)

本 数

本

5,912

5,362

5,057

3,216

3,100

2,821

2,728

2,401

2,246

2,127

2,058

2,046

1,561

945

568

384

384

270

252

198

100

90

58

51

41

37

27

21

13

7
ε

1

6
0

本 数

本

12,022

11,484

7,036

6,000

3,805

3,000

2,900

1,980

1,930

1,820

1,500

1,230

1,200

300

150

150

並 木 樹 種

ナ ナ カ マ ド

ニ セ ア カ シ ャ

イ タ リヤポ プ ラ

サ ク ラ

ク ロ マ ツ

ネ グ ソ ドカエ デ

ヤ チ ダ モ

カ ラ マ ツ

シ ラ カ バ

ア カ マ ツ

エ ゾ イ タ ヤ

イ チ ョ ウ

プ ラ タ ナ ス

ハ シ ド イ

ア メ リカポ フ ラ

ト チ ノ キ

並 木 樹 種

サ ラサ ドゥ ダ ソ

シ ソ ジ ュ

ド イ ツ ポ プ ラ

リマデコ

バ ク ウ ソ ボ ク

レ

"
ノ 、 ナリ

ギ

ル

ナ

ニ

ツ

ク

ヤ

キ サ サ ゲ

シフコ

ク ラ ブ リ ソ ゴ

キ

ワ

他

ヤ

シ

の

ケ

カ

そ

44,085

ニ セ ア カ シヤ

イ タ リヤ ポ プ ラ

ナ ナ カ マ ド

ツマ口ク

プ ラ タ ナ ス

ツ

バ

マ

カ

カ

ラ

ア

シ

タ モヤ チ

海
岸

の
潮

風
の
吹
き
あ
た
る
地
帯

に
も

よ

く
生
育
し
て

い
る
。
道
路

並
木
と
し
て
好
適

な
樹

種
で
、
高
さ
七
～

十

メ
ー
ト

ル
、
大
形
の
冬
芽

を

つ
け
、
紫
紅

色
を
帯

び
た
枝
は
円
錐

形
の
樹
形

と

と
も

に
、

冬

の
裸

木
と
し
て
も
趣
き
が
あ
る
。

旭

川
市

の
街
路
樹
、
近
郊

の
並
木
と
し

て
、
秋

の
紅

葉
が
稲

の
黄
金
色

に
相
映
じ
て

一
段
と
紅
色
を
増

し
て
印
象
的

で
あ

る
。

ナ

ナ
カ

マ
ド
に
は
葉

の
大
形
な

オ
オ
ナ

ナ
カ

マ

ド
や
、
高
山
性

の

タ
カ
ネ
ナ
ナ
カ

マ
ド
と
ウ
ラ
ジ

ロ
ナ
ナ
カ

マ
ー3
な
ど

の
小
形
の
種
類
や
、
庭
樹
と

し
て
改
良
さ
れ
た
種
類
な
ど
が
あ

る
が
、

ア
メ
リ

カ
で
は
庭
樹
と
し

て
広
く
用

い
ら
れ
、
市
販
品
が

と
く

に
多

い
。

ラ

ウ

ツ

ク

ヨチ

サ

イ

マ
、ドト

エ ゾ イ タ ヤ

ジ

キ

イ

ユ

こ
、

フ

モ

ィ

ニ

セ

ア

カ

シ

ヤ
、ド

シ

ソ ジシ

計

明
治
十
年
に
欧
米
産

樹

種

の
先

陣
と
し
て
、
導

入
種
子
が
札
幌
市
の
勧
業
試
験
場

の
苗
畑

に
播
種

さ
れ
、
十
八
年
に
、
札
幌
市

の
最
初

の
街
路
樹
と

し
て
、
駅
前
の

メ
ー
ソ
ス
ト
リ
ー
ト
に
植
栽
さ
れ

た
。ニ

セ
ア
カ
シ
ヤ
は
ア
メ
リ
カ
北
東
部

の
温
帯
地

方

を
原
産
と
す
る
が
、
適
応
性
が
大

で
、
虫
菌
害

が
少
な
く
、
成
長
が
よ
い
の
で
、
並
木
や
街
路
樹

と
し
て
よ
く
植
栽
さ
れ
て
い
る
。
円
味
を
お
び
た

樹
冠
と
、
羽
状
複
葉
の
柔

ら
か
い
緑

の
拡
が

っ
た

枝
葉
は
広

い
道
路
と
調
和
し
、
初
夏

の
白

い
花
房

が
開
く
頃
は
、
と
く
に
甘

い
か
お
り
が
路
上

い
っ

ぱ

い
に
た
れ

こ
め
て
、
さ
わ
や
か
な
初
夏

の
ド
ラ

計

イ
ブ
を

一
層
楽

し
ま
せ
る
。
し
か
し
、
春

の
開
葉

は
六
月
初
中
旬

で
、
も

っ
と
も
遅

い
ほ
う

で
あ

り

北
東
部
地
方
で
は
秋
遅
く
ま

で
伸
び
る
枝
や
梢

の

先
が
寒
凍
害
で
枯
れ

る
の
と
、
棘

の
あ

る
枝

は
戴

枝

の
さ

い
庭
師
に
嫌
わ
れ
、
冬

の
裸
木

は
美

し
い

と

は
い
わ
れ
な

い
。

北
海
道
大
学

の
農

場
の
外

ポ

プ

ラ

囲

や
、
道
路

の
両
側
に
植

え
た
イ
タ
リ
ヤ
ク

ロ
ポ
プ

ラ
の
老
木
は
大
空
た
か

く
伸
び

て
、
鋭
角
に
叢
生

し
た
枝
葉
は

ホ
ゥ
キ
の

よ
う

に
白
雲
を
は
き
た
て
、
微
風

に
も
葉
が
は
た

は
た
と
音
を
た

て
て

い
る
。
広

い
平
原
、
家
畜

の

群

れ
る
牧
場

に
通
直
に
伸
び
あ
が

っ
た
ポ
プ
ラ
は

単
調

な
牧
歌
的
風
景
に
立
体
感
を
も
り
あ
げ
、

都

市

の
騒
音

や
狭

い
生
活

に
あ

え
ぐ
都
会

人
に
開
放

感

を
与

え
る
。
し
か
し
ポ
プ

ラ
の
枝
は
も
ろ

い
の

で
、

暴
風
の
と
き
な
ど
、
折
れ

た
枝
が

モ
ー
ア
に

引

っ
か
か

っ
て
牧
草

の
刈
取
作
業

を
困
難

に
す
る

こ
と
が
あ
る
。

ポ
プ
ラ

に
は
、
枝
葉
が
横

に
拡
が
る
ア
メ
リ
カ

北
東
部
産

の
モ
ニ
リ
フ

ェ
ラ
ボ
プ
ラ
や
、
改
良
さ

れ
た
巨
大
ポ
プ

ラ
、
ド
イ

ツ
産

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ポ

プ

ラ
、
葉
裏

の
銀
白
色
な
ウ
ラ
ジ

ロ
ポ
。フ
ラ
な
ど

い
ろ
い
ろ
の
種
類
が
あ
る
が
、
並
木
と
し
て
植
え

る
の
は
ア
メ
リ
カ
経
由
、
導
入
さ
れ
た
在
来

の
イ

タ
リ
ヤ
ク

ロ
ポ
プ

ラ
が
好
適

で
あ
ろ
う
。

並
木

の
サ
ク
ラ
に
は
オ
オ

サ

ク

ラ

ヤ

マ
ザ
ク

ラ
、
別
名

エ
ゾ

ヤ

マ
ザ

ク
ラ
が
最
適
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
サ
ク
ラ

並
木
と
し

て
は
、
北
海
道
神
宮
境

内
参
道
第

一
鳥

居
内

の
二
列
植
え

の
並
木
が
有
名
で
あ

る
。
明
治

八
年
、
上
手
稲
村

の
人

・
福
玉
仙
吉
氏
の
献
植
し

た

一
五
〇
株

の
サ
ク
ラ
は
、
高
年
と
と
も

に
花

の

色

の
あ

で
や
か
な
淡
紅
色
が
濃
く
な

っ
て
い
る
。

エ
ゾ

ヤ

マ
ザ

ク
ラ
は
函
館
五
稜
郭
、
厚
岸
国
泰
寺

な
ど
、
本
道

の
桜

の
名
所
に
植
え
ら
れ

て
い
る
。

ニ
ゾ

ヤ

マ
ザ

ク
ラ
は
、
北
は
樺
太
の
南
西
海
岸

ま
で
、
東

は
千
島

の
国
後
島

に
ま
で
自
生

し
て
お

り
、
寒
さ

に
た
い
す

る
適
応
性
が
大
で
あ

る
。

本
道

に
自
生
す

る
サ
ク
ラ
に
は
、

エ
ゾ

ヤ

マ
ザ

ク
ラ
の
品
種
と

し
て
花
が
白
色

で
、
新
葉

と
と
も

に
開
花
す

る
ア
ケ
ボ

ノ
ザ
ク
ラ
が
あ
り
、
道
南
地

方

の
み
に
分
布
す

る
カ
ス
ミ
ザ

ク
ラ
と

エ
ゾ

ノ
カ

ス
ミ
ザ
ク
ラ
が
あ

る
。
カ

ス
ミ
ザ
ク
ラ
は
本
州

に

分
布

す
る
ヤ

マ
ザ

ク
ラ
と

エ
ゾ

ヤ

マ
ザ
ク
ラ
と

の

雑
種
で
、
花

は

エ
ゾ
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
よ
り
も
淡
色

で

小
形
で
あ

る
。

北
方
寒
地
性

の
サ
ク
ラ
と
し
て
、
花
は
純
白
色

小
形
で
あ

る
が
、
適
応
性

の
大

な
る
ミ
ヤ
マ
ザ
ク
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ラ
、
別
名

シ

ロ
ザ
ク
ラ
が
あ

る
。

ま
た
、
高
山

や
千
島

、
樺
太
に
分
布
す

る
寒
地

の
サ
ク
ラ
に

タ
カ
ネ
ザ

ク
ラ
と
チ

シ
マ
ザ

ク
ラ
が
あ

る
。
並

木
用

に
植
え
て
い
る
も

の
は
普
通

エ
ゾ

ヤ
マ
ザ

ク

ラ
で
、
花
が
葉

に
先
じ

て
咲
き
、
花

の
紅

色

が

こ
く
、
花
が
大
形

で
、
花
軸
が
短
か
く
、
花

の
観
賞

に
好
適

し
て
い
る
。

サ
ク
ラ
の
適
地

は

風
あ

た
り
の
弱

い
肥
沃
地

で
、
と
く
に
大
衆

か

ら
喜
ば
れ
る
よ
う

に
市
街
地
附
近
に
植

え
る
の

が
望
ま
し

い
。

道
南
の
海
岸
砂
丘

の
飛

ク

ロ

マ

ツ

砂

防
止
用
と
し
て
、

ク

ロ
マ
ツ
が
植
栽
さ
れ
て

い
る
。
ク

ロ
マ
ツ
の
生

育
の
北

限
は
、
青
森
県
下
北
郡
大
間
附
近
と

い

わ
れ
て
い
る
が
、
天
塩
海
岸

辺
で
も
生
育

で
き

る
。
小
樽
近
郊
、
蘭
島
附

近
の
鉄

道
防
雪
林

に

は
、

大
正
元
年
植
え
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ク

ロ
マ
ツ

の
樹
林

が
た

っ
て
い
る
。

道
央
以
南

の
、
潮

風
の
吹
き
あ

た
る
地
帯

の

並
木
と

し
て
、
ク

ロ
マ
ツ
が
適
当

で
あ
る
。
ク

ロ
マ
ツ
は
公
園
樹

と
し
て
全
国
的

に
ひ
ろ
く
用

い
ら
れ
、
古
来
か
ら
国
道

や
参
道

の
並
木
と
し

て
植
え
ら
れ
て
ぎ

た
。
と
く

に
本
州

の
海
岸

の

ク

ロ
マ
ツ
の
並
木

は
、
白
砂
青
松

の
美
し

い
海

岸
風
景
と
し
て
各
地

に
み
ら
れ

る
が
、
本
道
で

は
道
南

の

一
部
に
壮
令

の
林
を

み
る

に
す
ぎ

な

い
。

ク

ロ
マ
ツ
は
盆
栽

や
庭
木

に
植
え
ら
れ
、

瞳
く

の
栽
植
品
種
が
あ

る
。

枝
葉

の
形
が

カ

エ

ネ

グ

ン

ド

カ

エ
デ

デ
と

い
う

よ
り

は

む

し
ろ

ト
ネ
リ

コ
に
似

て
い
る
の
で
、

ト
ネ
リ

コ
バ

ノ
カ

エ
デ
と
も
呼
ん
で
い
る
。

ニ
セ
ァ
カ

シ
ヤ
と
同
じ
く
、

ア
メ
リ
カ
東
部
の
温
帯

地
域

に
分
布
し
て

い
る
。

本

道
に
は
明
治
年
代

か
ら
導

入
さ
れ
、
防
風

林
や
道
路
並
木

な
ど

に
植
え
ら
れ
、
挿
木
も
容

易
な
こ
と

か
ら
、
速
成

の
防
風
垣
な
ど

に
植
え

ら
れ

て
い
る
。
本
道
産

の
エ
ゾ
イ
タ
ヤ
よ
り
も

生

長
が

旺
盛

で
、
枝
が
四
方

に
自
由

に
張
り
、

広

い
緑
蔭
を

つ
く

っ
て
い
る
。
し

か
し
、
道
北

や
道
東
地
方

で
は
、
枝
や
梢

の
先
が
寒
凍

の
た

め
枯
れ
や
す
く
、
ま
た
強
風
地
帯

で
は
、
枝
や

梢
が
風

の
方
向

に
な
び

い
て
樹
形
が
軟
弱

の
感

が
す

る
。

ヤ
チ
ダ

モ
は
、

本
道
の

ヤ

チ

ダ

モ

各
都
市

の
街
路
樹
と
し

て
処

々
に
み
ら
れ
る
。
ヤ
チ
ダ

モ
は
深
根
性

で

被
害

に
強
く
、
と
く
に
耐
寒
性

が
大
で
あ

る
が

春

の
開
紆
が
遅
く
、
秋

の
落
葉

も
比
較
的
早
く

裸
木
は
枝
が
ま
ば
ら
で
さ
び
し
い
。

し
か
し
、

低
湿
地
帯

を
横
切

る
国
道
沿

い
で
は
、

ヤ
チ
ダ

モ
は
好
適

な
並
木
樹
種

で
、
円
錐
形

に
伸
び
あ

が
る
樹
冠

は
低
湿
地

の
陰
湿
な
雰
囲
気
を
吹
き

払
う
の
に
適
当

で
あ

る
。

戦
前

の
札
幌

の
市
街
に
は
ヤ
チ
ダ

モ
の
天
然

木

が
処

々
に
残

っ
て
い
て
、
広

い
街
路

の
傍
に
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通
直

に
立

っ
て
い
る
ヤ
チ
ダ

モ
の
巨
木
、
大
き

な
羽
状
複
葉

の
枝
を
張

っ
た
美

し
い
樹
姿
が
印

象
的

で
あ

っ
た
。

国
道

の
並
木
と
し
て
は
、
同
じ
属

の
ア
ォ
ダ

モ
も
適
当

で
あ

ろ
う
。
木
肌

が
美

し
く
、
枝
葉

が

一
層
繊
細

で
、
女
性
的

な
美

し
さ
を
そ
な
え

て
い
る
。

ま
た
本
州
の
山
地

に
分
布
す

る
ト
ネ

リ

コ
も
野
幌
辺

で
は
よ
く
成
育

し
、
道
産
広
葉

樹

よ
り
も

一
層

よ
い
成
長
を
し
て

い
る
の
で
、

ア
オ
ダ

モ
と
近
似

の
美
し

い
円
錐
形

の
樹
冠

の

木
と

し
て
試
植

し
た

い
。北

海
道

の
主
要
造
林
樹

カ

ラ

マ

ッ

種

で
、
毎
年
三
万

ヘ
ク

タ
ー
ル
ず

つ
新
植
さ
れ
て

い
る
。

カ
ラ

マ
ツ
は

国
道
沿

い
の
い
た
る
と

こ
ろ
に
整
然

と
し
た
人

工
林
が

み
ら
れ

る
。
道
路
沿

い
に
カ
ラ

マ
ツ
の

並
木
が
あ

っ
て
も
、
周
囲
の
風
景

と
不
調
和

で

は
な

い
。

た
だ
、

ヵ
ラ
マ
ツ
は
風
の
強

い
地
帯

で
は
樹
梢

が
上
に
伸
び
ず
、

枝
が
風
の
方
向

に

な
び
き
、

こ
と
に
海
岸
寄
り
の
道
南
地
方

で
は

先
枯
病

に
か
か
り
や
す

い
。

グ

イ

マ
ツ
は
北
方
寒
地
性

の
カ

ラ
マ
ツ
で
、

カ
ラ

マ
ツ
ほ
ど
小
枝

や
針
葉

が
密

で
な

い
の
で

並
木
と

し
て
は
雅
趣
も
あ
り
、
適
当

か
と
思

わ

れ

る
。

シ
ラ
カ
バ

の
並
木
は
北

シ

ラ

カ

バ

国
特
有

の
清

く
美
し

い

も

の
で
あ

る
。

こ
と
に
、
本
州

か
ら

の
観
光
客

に
は
注
意

を
ひ
く
樹
種

で
、

一
層
の
増
植
が
望

ま
れ
る
。

し
か
し
、
美

し
い
樹
肌
は
除
雪
や
心

な

い
人

々
に
損
傷

さ
れ

や
す
く
、
浅
く
疎
ら
な

根

は
移
植
を
妨
げ

る
の
で
、
単
木
的
に
植

え
る

よ
り
は
三
本
ぐ

ら

い
ず

つ
群
状

に
植
え
る
の
が

適
当

で
あ
ろ
う
。

道
北
、

道
東
地
方

や
除
雪

で
損
傷

の
お
そ
れ

の
多

い
地
方

に
は
、
ダ

ケ
カ
バ
を
植
え
た
ほ
う

が
安
全
で
あ

る
。
ダ

ケ
カ
バ

は
木
肌
が
シ
ラ
カ

バ

の
よ
う
に
美

し
く
な
く
、
枝
や
葉

が

一
層
大

形

で
あ
る
が
、
耐
寒
性

や
諸
被
害

に
強

い
。
ま

た
林
業
的
造
林
樹
種

と
し
て
は
、
素
材
価

の
た

か
い
ウ
ダ
イ
カ
バ
が
あ

る
が
、
道
路
並
木

と
し

て
は
前

二
者

の
ほ
う
が
適

し
よ
う
。

道
南
地
方
、
と
く
に
函

ア

カ

マ

ツ

館
近
郊
の
国
道
沿

い
に

立

っ
て
い
る

ア
カ

マ
ツ
並
木
は
本
州

の
延

長
の

感

が
し
て
、
親
し
み
ぶ
か

い
も
の
で
あ
る
。
札

幌
市

に
も
戦
前
円
山
公
園
か
ら
南

一
条
通
り
に

沿

っ
て
、

ア
カ

マ
ツ
の
並
木
が
立

っ
て
い
た
。

し
か
し
、
ゾ

ウ
ム
シ
の
被
害
な
ど
で
年

々
枯
損

が
生

じ
、
伐
採
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
最
近
、

北
海
学
園
大
学

の
校
庭

に
立

っ
て
い
る
数
十
年

生
の
ア
カ

マ
ツ
の
枝
葉

に
枯
れ
葉

が
目
立

っ
て

ぎ
た
が
、

こ
れ
は

ヒ

モ
ク

エ
ダ
ガ

レ
病
と

い
う

菌
害

と
判
明

し
た
。

ア
カ

マ
ツ
は
青
森
県
下
北
半
島
地
方
が
分
布

の
北
限
と
な

っ
て
い
る
が
、
本
道
で
は
ほ
と

ん
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ど
各
地

に
生
育

で
き
、
厚
岸

町
太

田
の
明
治
中

葉
、
屯
田
兵
時
代
に
植
え
た
ア
カ

マ
ツ
は
成

長

が
遅

い
が
、
寒
さ
や
風
に
耐

え
て
よ
く
成
育
し

て
い
る
。
し

か
し
、
寒
地
の
ア
カ

マ
ツ
は
被
害

に
弱
く
、

こ
と

に
野
鼠
の
大
発
生
年
度

に
は
壮

令
木
で
も
根
元
が
食
害
を
う
け

る
。

ア
カ

マ
ツ
.類
で
耐
寒
性

の
強

い
種
類
は

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
ア

カ

マ
ツ
で
、

と
く

に
北
欧
産

の
ア
カ

マ
ツ
は
幹

も
通
直
で
あ

る
。

ま
た
最
近
導

入
さ

れ
て

い
る
、
ア

メ
リ
ヵ
北
東
部

の
レ
ジ

ノ
ザ

マ

ツ

(
ア

メ
リ

カ
ア
カ

マ
ツ
)
も
、

ニ
ホ
ソ
ア
カ

マ
ツ
よ
り

一
層
寒
地
に
植

え
る
こ
と

の
で
き

る

ア
カ
マ
ツ
で
、
樹
形

も

一
層
通
直

で
均
斉
感

が

大

で
あ
る
。

道
産
樹

で
、
身
近
か
に

エ
ゾ

イ

タ

ヤ

み
ら
れ

る
親
し
み
や
す

い
樹
な

の
で
、
古
く
か
ら
街
路
樹
と
し
て
植

え

ら
れ
て
き

た
。
対
生

の
繊
細
な
枝
、
緑
冠

の
七

裂
の
葉
、

開
舖

も
早
く
、
夏

の
緑
蔭
も
濃
く
、

早
春

と
秋

の
黄
葉
も
美

し
く
、
諸
被
害

に
た

い

す
る
抵
抗
性
も
大

で
あ

る
。
札
幌
の
大
通
公
園

に
は
、
明
治
年
代

に
植
え
た

エ
ゾ
イ
タ
ヤ
の
壮

令

の
街
路
樹

が
み
ら
れ
、
旭
川
近
郊
に
は
道
路

並
木
と

し
て

エ
ゾ
イ
タ
ヤ
の
木
立
が
並

ん
で
い

る
。

イ
タ
ヤ
の
樹
冠

は
こ
ん
も
り
と
円
形
を
呈

し
直
線

の
道
路

に
柔
ら
か
味
を
そ

え
て
い
る
。

エ
ゾ
イ
タ
ヤ
と
近
似
な
種
に
、

ベ

ニ
イ

タ
ヤ

(
ア
カ
イ

タ
ヤ
)
が
あ
る
。
葉

が
五
裂

で
、
葉

柄
が
紅
色
を
帯
び

て
い
る
。

エ
ゾ
イ

タ
ヤ
と
同

様

に
、
並
木
と
し
て
好
適

で
あ

る
。

エ
ゾ
イ

タ
ヤ
よ
り

一
層
葉

の
刻
れ

こ
み
が
深

く
、
枝
が
繊

細
で
、
秋

の
紅
葉
も
美
し
く
、
夏

の
緑
も
鮮
や
か
な
樹
種

に
ヤ

マ
モ
ミ
ジ
が
あ
り

葉
が

ウ
チ
ワ
の
よ
う

に
円
形

で
刻
れ
込

み
が
浅

く
、
秋

の
紅
葉
も
美
し

い
が
、
樹
高
の
低

い
も

の
に
メ
イ
ゲ

ツ
カ

エ
デ
が
あ
る
。
カ

エ
デ

の
類

は
い
ろ

い
ろ
の
園
芸
品
種
が
あ
り
、

ノ
ム
ラ
の

よ
う

に
四
季
紅
紫
色

の
葉

の
も
の
も
、
道
央
以

南

で
は
植
栽
す

る
こ
と
が

で
き

よ
う
。

カ

エ
デ
の
類

は
昼
夜

の
気
温
の
較
差

の
大
な

る
内
陸
地
帯

で
は
、
紅
葉
が
と
く
に
美

し
い
。

樹
姿
と
紅
葉

の
点

で
、
ヤ

マ
モ
ミ
ジ
の
並
木
を

一
層
増
植
し
た
い
も

の
で
あ
る
。

支
那
中
部
を
原
産
と
す

イ

チ

ョ

ウ

る
が
、

わ
が
国

に
は
古

く
か
ら
導
入
さ
れ
、
扇
形

の
葉

と
円
錐
形

の
樹

形
は
東
洋
の
樹

の
感
が
深

い
。
暖
地
を
郷
土
と

す
る
樹
種

な
の
で
春

の
開
葉

が
遅
く
、
冬

の
裸

木

も
美

し
い
ほ
う
で
な
い
。

イ
チ

ョ
ウ
は
社
寺

の
境
丙

な
ど

に
は
老
木

も
立

っ
て
い
る
が
、

街

路
樹
と
し
て
の
美
事
な
景
観

は
大
正
十
四
年

に

北

海
道
庁
前

の
メ
ー

ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
植
え
た

も

の
で
、
赤
煉
瓦

の
ゴ

シ
ッ
ク
風

の
建
物

の
前

景
と
し
て
、
ど

っ
し
り
し
た
緑
樹
帯
を
形
成

し

て

い
る
。
ー
未
完
ー

(農
林
省
林
業
試
験
場
北
海
道
支
場
長
)
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